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【男性】 年齢 備考

ボイス１ 「どーせ、お情けで歌わせてもらってるんじゃないの？」
ボイス２ 「すげえよ、来井戸さん。あんこちゃんをマジ焦りさせるって」 ※来井戸（くるいど）
ボイス３
ボイス４ 「……はぁ。こんなに在庫かかえて。どうすんだよ、この発注ミス……」
ボイス５ 「ザケんな、にわかども！　ショコラは俺の嫁だあああ！」

ボイス６

ボイス７ 「ウチに寄ってくんろ！　かかあの七草がゆは絶品じゃけえ」
ボイス８ 「君の夢、ボクは応援しているよ。いつか同じ舞台で歌えたらいいね」
ボイス９ 「……二時間も焼くなんて酷すぎるよなあ。今頃、熱いなんて思ってやしねえかなあ」 美波の父　※祖父の火葬の話

ボイス１０

※大空（そら）

※色（しき）・空（くう）

「特に歌の成長には目を見張るものがある。己を誇り、よりいっそう精進したまえ」
「えー、犬公方と呼ばれた徳川綱吉は、近年、評価を見直されつつある人物でもあります」 ※犬公方（いぬくぼう）

葬頭（オバケ） 「ゲギィャァァァッ！」 断末魔の声

選考に必要なサンプルボイスデータ　(モブ男性・モブ女性)
　　　　　※サンプルボイスは「」内のみ。
　　　　　　一部、数ワード分のセリフあり。選考用に、本編とは内容を変えているものもあります。
　　　　　※モブ役のみご応募の場合は4つ以上、主要キャラと兼役でご応募の場合は2つ以上のセリフを選んで収録してください。

10代前半(弟)
10代前半(クラスメイト）
10代後半(イキりボーカル) 「学校で習う"おままごと"なんざロックじゃねえ。俺らの音でぶっ壊してやんよ！」
20代前半（バイト）
20代前半（オタク）

20代前半（ファン）
「ピョーさんにはなぁ、ロックの魂が宿ってんのよ。
　あの言葉を聞いた日から俺ぁ、『バルバロッサ』についていくと決めた」

20代後半（戦国末期農民）
20代後半(カリスマボーカル)

30代(父親）

30代(うんちく楽器店員）
「いかにもウェンダーの七十四年製って感じだな～、こりゃ。
　ネックジョイントが三点止めでしょ？　よくセンターずれしなかった？」

※ウェンダー…現実世界の「Fender」をモデルにした
　　　　　　　架空のギターブランド。

ボイス１1 40代（おじさん）
「おお、大空ちゃんか。こりゃあまた大きくなって……！
　アヤメに会いに来たのかい？」

ボイス12 50代（坊主）
「――彼岸坊さまは、今際のきわにおっしゃいました。
　『色たる身もまた空なり。とらわれることなかれ』と」

ボイス13 50代（音楽雑誌の編集長）
ボイス14 50代（教師）
ボイス15
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【女性】 年齢 備考

ボイス１ 「お父さん～、こっちのビン持っていっちゃっていいの？」 アヤメちゃん（主人公の友達）

ボイス２ ※風鳴（かざなり）・塁（るい）

ボイス３ ※来井戸大空（くるいどそら）

ボイス４ 「亡き家族にこの勝利を捧げたいと思います」 ※クール系

ボイス５ 主人公の憧れ

ボイス６ 美波の母親

ボイス７ 樒と恋菜の母親・セリフ多め・豹変あり

ボイス８ ※海辺野（うみべの）

ボイス９

ボイス１０

10代前半(クラスメイト）

10代前半(他校の先輩） 「風鳴……ああ、塁先輩の妹さんね。
　あの子、学校に来ていないのよ。四月末から休んでるみたいで」

10代後半(有名配信者）
「『あんこのふわふわ珍道中のコーナー』！　
　今日のイケニエ。もといゲストはぁ……じゃん！
　『SkyHigh！』の来井戸大空ちゃんです～。拍手～！」

10代後半(ライバルバンド）

20代後半(アイドル風歌姫） 「さあて、元気よく次の曲イっちゃうよー！　
　『たんじゅんキョーレツ☆そーかいビート！』」

30代（母親） 「おかえりなさい。お風呂わかしておいたから。
　明日から旅行だって伝えたよね？　留守番よろしくー」

30代（母親） 「特に恋菜っ……！　あなたという子はっ。
　なんど同じことを注意させれば気がすむの！？」

30代(教師）
「トランスジェンダーのふりをして周囲を振り回す……迷惑行為。
　……あなたのやっていることは海辺野さんへの侮辱と変わらないのよ」　

30代(アナウンス）
「ただいまより『旋風Rock』二次予選を開始いたします。
　エントリーNO.1――『ガーネットめだか』」

※NO.1（ナンバー・ワン）
※事務的に

40代(ボイストレーナー) 「いいわぁっ、さいっこうっ！　磨けば磨くだけ……光る……。
　どんな子にしつけちゃおうかしら。うふふ……」

ボイス１1 50代（戦国時代農民）
「彼岸すぎてもぐうたら坊主。彼岸坊とはよういうたわ。
　さっさと喰われてしまえばよいものを」

ボイス12 60代（おばあちゃん) 「"御霊清めの儀"じゃよ。ああ、嘆かわしい。彩乃川の子が知らぬとは……。
　……そうかい、悪かったねえ。年寄りの小言と聞きながしておくれ」

樒家お付きのばあや。セリフ多め。
※御霊清めの儀（みたまきよめのぎ）
※後半のセリフは、相手が転校生だと知ったから
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